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	学部４年生による大学院先取履修科目の登録について
	A
	A
	理工学部及び大学院理工学研究科では、学部（４年）と博士前期課程（２年）とを合わせた連携教育の観点から、本学大学院へ進学を予定する学部４年生を対象に、早期に大学院の授業を履修できる制度を実施しています。これによって修得した単位は学部卒業要件外ですが、大学院入学後、学部時代の成績（S・A・B・C）にて認定を行います。
	この制度を利用して大学院の授業を履修しようとする学部４年生は、以下の説明をよく読み、履修登録を行ってください。
	１  学部履修生制度を実施する学科及び専攻
	※ 各専攻の指定する授業科目については学部４年生による大学院先取履修科目一覧で確認してください。
	２  学部履修生資格対象者
	大学院の授業科目を履修することができる者は、次の①及び②を満たす学部４年生です。
	①  明治大学大学院理工学研究科への入学試験を受ける予定の者（既に受験した者を含む）
	② 大学院授業科目の履修登録にあたり、卒業研究指導教員及び各授業科目担当者の許可が得られる者
	３  履修登録の流れ
	① 明治大学理工学研究科入学試験受験の意志確定
	② 大学院シラバス等による授業内容の把握及び授業出席  （※ １回目の授業から必ず出席のこと。卒業研究指導教員及び各授業科目担当者の許可を得ること。）
	③ 春学期の履修登録期間、秋学期の履修修正期間に「ＷＥＢシステムによる履修登録」（通常の履修科目登録と同時）
	※履修登録ができるのは春学期の履修登録期間と秋学期の履修修正期間のみです。原則として春学期中に秋学期開講科目の履修登録もしてください。
	春学期・秋学期ともに登録後の削除、また履修科目取消期間中の取消も認められません。
	４  履修登録の方法
	「学部４年生による大学院先取履修科目一覧」の中から履修希望の授業科目を決定してください。
	履修登録を行うには、ＷＥＢによる登録が必要となります。
	なお、時間割及び大学院シラバスは、理工学研究科ホームページやOh-o!Meijiシステムで確認できるほか、卒業研究担当教員にその内容を確認してください。
	（理工学研究科ホームページ：https://www.meiji.ac.jp/sst/grad/syllabus/index.html#title7-3）
	５  履修登録にあたっての注意事項
	① 希望の授業に１回目から出席してください。
	② 履修には卒業研究指導教員及び科目担当教員からの受講許可が必要です。ＷＥＢ履修登録後、許可が得られていなかったことが判明した場合、履修を削除します。
	③ また期日内にＷＥＢ履修を完了していない者は、理由の如何を問わず、一切、履修を受け付けません。
	④ 履修登録に際しては、学部と大学院の授業時間割が重複しないよう、十分に確認してください。
	なお、合併科目について、学部科目として既に履修をしている場合には先取り科目としての履修は認めません。
	⑤ 春学期の履修修正期間中の追加・削除は一切認めません。また、履修科目取消期間中の取消も認められません。
	⑥ 正規の大学院生の教育に支障があると判断された場合、大学院授業科目の履修が認められないことがあります。
	６  成績評価の通知
	① 大学院授業科目の成績は、学部４年卒業時の成績通知表の大学院理工学研究科科目の欄に記載されます。
	② 修得した大学院授業科目の単位は、学部４年卒業時の成績証明書に記載されます。
	③ 修得した大学院授業科目の単位は、大学院入学後に、学部時代の成績（S・A・B・C）にて成績通知表及び成績証明書に記載されます。
	７  入学試験について
	① 学内選考試験の詳細については、「学内選考試験要項」で確認してください。
	② 理工学研究科Ⅰ期・Ⅱ期入試の詳細については、募集要項で確認してください。

